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微生物の メタポ リッ クエ ン ジニ ア 、リン グに関する基礎的研究

（九州工大 ・情報工 ・生化シス テ ム ）○鈴水隆夫、白津弘之 。 清水和幸

tean 姓 物の 培灘 お い τは ・ 培獺 境の 変化に伴 っ て 代謝経 路が変｛ヒ隈 な る代

謝産物が菌体外に 放出 される 。 本研究では．lirccharomyces　cereviSiae　HUT7107 お よび

CIOstridiu〃i　acetobutylic・um 　IAM 　19012を用い て 、 上記調節制御機構を定量的に把握す

るこ とを臼的 として い る 。

【方法及び結果 】　 上記 目的 を達成する には まず中聞代謝産物濃度の 測定が 必要にな っ て

くる。 本研究で は代謝経路の 調節制御に 中心的役割を果た してい るヌ ク レオ チ ドに着 目し、

化学量論的な解析に加えて 培養環境 と菌体内ヌ クレオチ ドレ ベ ル の 聞の 関係を調べ た。菌

体内ヌ クレ オチ ドの 分析は逆相イオン 対HPLC を用い 、量論バ ラン ス は コ ン ピ ュ
ータを利

用 して 解析 した 。 そ の 結果、Saccharo，nyces 　cereviSlae　HUT7107 の培養にっ い て は培

養温度 と中間代 謝産物濃度 との 間に 明 らか な関係がみ られ 、 新 しい モ デル 化の可能性が示

された 。
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VS 生産量の 関係 につ いて 検討 しだ。 また 、 画像解析装置を用いて 、 菌体の形態と生産との対
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【結果】増殖段階はBacto−casitone あるい は酵母エ キスの 初期濃度を高めるこ とにより延長 さ
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した結果 、 EFの集団が増加するのはい ずれ も培養中期め酵母エ キス起源の栄養源が欠乏 した
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